


土曜日外来のご案内

　当院では、九州大学病院代謝内科医・眼科
医による診療を行なっています。
　外来診療のみで、眼科疾患全般を対象とし
ています。詳しくは、受付窓口までお問合わ
せください。

眼 科・代 謝 内 科整 形 外 科

代謝内科診療：

眼科診療：

7月4日・11日・18日 ・25日
8月1日・ 8日・15日 ・22日 ・29日
7月11日・25日
8月8日・22日

　当院の整形外科では月～金曜日までの外来
診療の他、土曜日も外来診療を行っております。

土曜外来診療日（2026年7～8月）

診療日程（2026年7～8月）

8：30 ～ 14：30

8：30～14：30
福大整形外科  医師

7月の診療は  11日 ・18日・ 25日
8月の診療は     8日 ・ 15日・ 22日

会長逝去に寄せて  ― 志を受け継ぎ、地域とともに―

　令和８年５月１４日、当法人の創設者でもある永野義孝会長が永眠いたしました。 
　会長は長年にわたり地域医療の発展に尽力し、病院理念である「地域の人々に対し予防から予後まで心のか
よった包括的医療サービスを科学的かつ適正に行う。」という想いのもと、地域住民の皆さまに寄り添う医療の
実現に力を注いでまいりました。 
　疾病の治療のみならず、予防、在宅支援、福祉、地域とのつな
がりを大切にしながら、「地域で安心して暮らせる環境づくり」に
情熱を傾け、多くの関係者とともに歩みを重ねてまいりました。 
　会長が築いてきた理念と志を受け継ぎ、職員一同これからも
地域の皆さまに信頼される医療・介護サービスの提供に努めて
まいります。 
　ここに生前賜りましたご厚情に深く感謝申し上げますととも
に、謹んで哀悼の意を表します。

ようこそ稲穂会へ！ ～新入職員歓迎バーベキュー大会～

　今年度入職した新入職員の歓迎と職員間の親睦を深めることを目的に、歓迎バーベキュー大会を開催し
ました。普段は異なる部署で働く職員同士が、食事や会話を楽しみながら交流を深め、距離を縮める貴重な
機会となりました。
　医療や介護の現場では、多職種が連携しながら患者様や利
用者様を支えることが求められます。そのためには、日頃から
顔の見える関係づくりや円滑なコミュニケーションが欠かせま
せん。今回の交流を通じて、部署や職種の垣根を越えたつなが
りが生まれ、より良いチームワークの醸成につながりました。
　これからも当法人では、働きやすい職場づくりと職員同士の
交流を大切にしながら、地域の皆さまにより良い医療・介護
サービスを提供できるよう努めてまいります。

診療時間

担 当 医

天草慈恵病院の『回復期リハビリテーション病棟』

最近の退院事例

0969-37-1150直通ＴＥＬ

代表ＴＥＬ

0969-37-1160直通FAX

■医療連携室
0969-37-1111

■天草慈恵病院
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回復期リハビリテーション病棟の
お問合せ先

FIM

　天草慈恵病院では、急性期治療後の患者様に対し医療専門医（医師・看護師・ケアワーカー・理学
療法士・作業療法士・言語聴覚士・ソーシャルワーカー・薬剤師・管理栄養士等）がチームを組んで
「日常生活動作向上、寝たきり防止、家庭復帰」を目標に専門的なリハビリテーションプログラムを
実施しています。

　D様は、脳幹梗塞によってA病院加
療後、リハビリ目的で当院へ転院。当
初は左上下肢機能の低下により車椅
子を使用する程、生活動作に介助を
要していました。
　理学療法では、バランス訓練や基
本動作訓練、歩行訓練を実施。退院
時は屋内独歩自立、屋外は坂道含め
杖歩行自立まで改善しました。
　作業療法では手指機能訓練や日常
生活動作訓練を実施。退院時は日常
生活において実用手レベルまで改善
しました。
　言語療法では、左顔面の感覚低
下、左口角下垂に対し構音訓練を実
施。退院時は感覚障害、口角下垂ともに日常生活に影響がない程
度まで改善しました。
　入院中に介護保険を新規申請し、要介護1の認定を受け、退院
前にはご本人と自宅訪問を行い、住環境の調整を行いました。退
院後は通所リハビリ、又は通所介護をご利用予定です。

身体的拘束の最小化に取り組んでいます

　当院では、患者様の人権と尊厳を守り、安心して療養生活を送っていた
だけるよう、身体的拘束の最小化に取り組んでいます。
　身体的拘束は、転倒や治療上の危険を防ぐために必要となる場合があり
ますが、一方で身体機能の低下や精神的な苦痛を招く可能性があります。
そのため当院では、緊急やむを得ない場合を除き、できる限り身体的拘束
に頼らないケアを目指しています。
　やむを得ず身体的拘束を実施した場合には、病棟内で毎日、解除に向け
た検討会を行い、その必要性や継続の妥当性を確認しています。また、身
体的拘束最小化チームによる週1回のラウンドを実施し、多職種の視点か
ら代替方法や環境調整の可能性について検討しています。
　患者様一人ひとりの状態や思いに寄り添いながら、安全な療養環境の確
保と尊厳の保持の両立を目指し、ご本人・ご家族とともに考えるケアを実践
しています。これからも職員一丸となって「拘束しない文化」の醸成に努め、
安心してその人らしく過ごせる医療・介護の提供を目指してまいります。


